
玉川大学 大木栄一経営学部教授
「介護分野における人材確保と介護職員処遇改善加算等の役割」資料から

介護サービス事業は社会基盤を支える産業→インフラ産業

そこで働く人々はエッセンシャルワーカーである

社会で必要不可欠な労働者あるいは人々の生活を支える
労働者（サービス提供者）

サービスの品質は提供する人の「能力」や「意欲」に大きく依存する

スキルアップや「やる気」を引き出す支援が必要



１ 介護職員の処遇改善（R4.10からはベースアップ加算）
２ 多様な人材の確保
３ 離職防止・定着促進・生産性向上
４ 介護職の魅力向上
５ 外国人材の受入環境整備、等

介護人材を量と質の両面から確保するため、国と地域が二人三脚で、
「参入促進」「資質の向上」「労働環境・処遇の改善」を進めるため
の対策に総合的・計画的に取り組むこととしています。

厚生労働省ホームページ参照https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02977.html

国は



（三菱総合研究所「介護サービス事業所の職場環境に関する調査研究」令和元年度）

入職前
・法人や事業所の理念・目指す方向性といった情報の提供と周知

入職後初期
・指導担当者の存在、技能や所作に係る初期研修の充実

入職後定着期
・法人や事業所が提供するサービスの質への考え方やその実践に対する
職員の満足度
・個々の職員の適正や希望に合わせた柔軟な処遇
・キャリアアップやスキルの取得機会とその発揮機会及びその評価
・事業所内でのコミュニケーションのあり方



これらの取り組みは法人や事業所ごとの課題ではない

地域での協力が必要

地域での協力を引き出すためには第３者の力が必要

困難

ICTの導入等の職場環境のための金銭的な支援・人材の確保と育成

業界等での育成や派遣する
仕組み作りを地域レベルで

構築するなど



https://www.pref.gifu.lg.jp/page/56601.html





① 資格取得費用の補助

② 啓蒙活動（学校、職場体験会の開催等）

③ 就活イベントへの参加

④ 介護職員処遇改善加算の拡充 等々

→事業所が考える人材確保策（現場感覚の意見）


